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新潟県立病院経営強化プランの取扱いについて

令和８年10月21日
県立病院経営委員会



➢ 新潟県病院局では、国の公立病院経営強化ガイドラインに基づき、令和６～９年度を計画期間とす
る県立病院の中期計画となる「新潟県立病院経営強化プラン」を令和６年３月に策定

新潟県立病院経営強化プランの取扱いについて①

【令和６年度経営委員会における方針決定事項（R6.9.18）】

➢ 本プランについては、従前の経営状況等の下で調製したものであり、コロナ禍後の受療動向の変

化や急激な物価高騰など、現下の厳しい経営状況等を十分に踏まえた内容となっていない。

➢ 令和７年度末にも県立病院事業の内部留保資金の枯渇が危ぶまれる厳しい経営状況を受け、令

和６年４月以降、経営状況の精査を行い、改革の方針を検討したところ、病院の再編統合など、プ

ランの内容との齟齬が生じているため、今後の改革の方向性に即してプランを見直していく。

⚫ 経営強化プランの策定について

（策定の主旨）
• 持続可能な地域医療提供体制を確保するため、個々の公立病院が地域医療構想等を踏まえて、
地域において果たすべき役割・機能を改めて見直し、明確化・最適化をする。

• 地域の医療提供体制を確保し、良質な医療を継続的に提供していくためには、経営の効率化を図
る必要があり、個々の病院単位を基本として数値目標を定める。

（プランの主な内容）
• 地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能
• 経営指標に係る数値目標

⚫ 経営強化プランの取扱い方針（R6年度）
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新潟県立病院経営強化プランの取扱いについて②

【今後の取扱い（案）】

➢ 次期プランの策定までの間は、毎年度、内部留保資金の枯渇回避を最優先とした病院ごとの経営

目標を設定し、進捗管理を行っていくこととしたい。

⚫ 具体の改革の方針決定に向けて

⚫ 今後の経営強化プランの取扱い方針（案）

➢ 令和８年度当初予算発表時（令和８

年２月）に、各病院における今後の

改革（機能・規模の適正化）の方向

性を示したところであるが、具体の方

針決定に向けては、県病院局の一

存で決定することはできず、地域に

おける医療需要や持続可能性を踏

まえ、地元市町村や周辺医療機関を

はじめとする関係者との調整・協議

を丁寧に進めていく必要があり、一

定の時間を要する。

【病院事業会計令和８年度当初予算説明資料】
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